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“レガーミ”とはイタリア語で“絆”という意味です。 

青葉の香りを吹き送る初夏の風に後押しされながら、皆様に

「Legami
レ ガ ー ミ

」の創刊号をお届けいたします。昭和 31 年に故 中村哲夫

会長により板橋の小豆沢に産声を上げ、昭和 53 年にイムスグループ

の先陣を切り、横浜の地に新戸塚病院が誕生しました。 

写真の前景の桜は、10 数年前に背丈程の若木を植栽したもので

す。若木の成長に合わせるように、新戸塚病院も B 館・C 館を新築

し、333 床の医療型療養病院として、地域に評価され、褒められる

病院となりました。 今年の桜は、日本人一人一人の胸を打ちます。

「必要な医療・看護が必要としている人に、必要な時に届け」と思

いを込め、微力ではありますが、新戸塚病院の職員 403 名からも 

多くの絆を発信していきます。春よ来い。桜も咲いておくれ。笑顔

になろう。君が笑えば皆が笑います。創刊にあたり一言、御挨拶を申し上げました。 

                                

私も看護師

になりたい 

【病院理念】 

疾病・障害に合わせた生き方、生活様式を模索

し実現していきます。 

【病院基本方針】 

職種間の壁を取り払い専門職として対等の立

場で患者様を囲みチーム医療をします。 

 

院長 林 暁 

 
イタリア語で『 絆（きずな） 』という意味です。このタイト
ル名には病院と患者様、当院と連携を組んでいる病院との絆が
より強くなるようにとの願いが込められています。                       

広報誌タイトル『Legami レガーミ』の由来 

 
開院以来初の広報誌ということで、 
院長先生をはじめ各部署のご協力もあ
りいいものが出来たと思います。                      

編集後記 

 

 

晴天の中、JR 東戸塚駅西口東急ストア前の広場で、東戸塚記念病院と合同で看護フェスティバルを

開催いたしました。他職種のご協力により様々な相談コーナーができ、大いに賑わっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コーナー名 来場者数 コーナー名 来場者数 

血圧測定 150 くすり相談 12 

体脂肪測定 92 健康相談 10 

骨密度計測 63 リハビリ相談 22 

栄養相談 18 キッズ白衣体験 27 

スタッフ数 31 来場者合計 396 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

５月１２日に戸塚ボウリングセンターにて、大雨警報が発令される中、当院親睦会（くたかけ会）

主催の新人歓迎会が行われました。新人３３名、先輩スタッフ６５名、合計９８名の参加でした。他

部署との交流ということで、チーム編成はバラバラでしたが、１ゲーム目は男女別個人戦、２ゲーム

目は BOX 対抗戦となっており、どのレーンも大変盛り上がっていました。 

 

    

  

 

 

＜家族勉強会のお知らせ＞ 
 

 患者様・ご家族が入院中に、今後の生活に対して不安を感じられる事は多いと思います。この家
族勉強会にて、具体的にどのような生活を送っていくのかなど、患者様だけでなくご家族の不安が少
しでも解消できればと思います。 

前年度、リハビリスタッフは主に排泄動作・食事動作・移動移乗動作の項目にて関わらせて頂きま
したが、参加いただいたご家族からは、「もう一度在宅を考えてみようと思った」等のご意見を頂く事
も出来ました。 

今年度のメンバーは看護師・ケアワーカー・リハビリスタッフ・栄養士・メディカルソーシャルワ
ーカー（MSW）・ケアマネージャーから構成されています。 

場所は回復期病棟（B3 又は C3）において 14 時半から１時間程度予定しています。開催前に詳細を
ポスター掲示しますので、ご確認頂けたらと思います。多くの参加をお待ちしていますので、お気軽
にどうぞ。 

＜H23 年度の日程・内容＞  

日 程 内 容 

5 月 21 日 
社会資源（介護保険制度、サービス利用等） 

主な担当：MSW・ケアマネージャー・在宅リハビリスタッフ 

6 月 25 日 
食事（食形態、栄養等） 

主な担当：栄養士 

7 月 23 日 
経管栄養・PEG（経管栄養剤、取扱い方法等） 

主な担当：看護師 

8 月 27 日 
排泄（オムツ介助方法、トイレ動作、福祉用具等） 

主な担当：看護師・回復期リハビリスタッフ 

9 月 24 日 
移動・移乗（移乗・歩行介助方法、装具・福祉用具等） 

主な担当：ケアワーカー・回復期リハビリスタッフ 

10 月 29 日 
高次脳機能障害・認知機能障害（ご家族とのコミュニケーション方法等） 

主な担当：回復期リハビリスタッフ 

※日程変更する場合あり 

   

 

 

 

   

 

４月１日 9 時より第 1 部入職式、昼食後からは第 2 部オリエンテーションが行われました。 

今年度は、医師１名・看護部７名・患者総合相談室 3 名・リハビリテーション科 16 名、合計 27

名の新人が入職致しました。 

入職式の後半には一人一人自己 PR タイムがあり、頬を赤く染めながらも同期の職員や各所属長に

向かって、しっかりとアピールしていました。 

 

 

 

創刊にあたり、広報誌のタイトル名を 1 週間の期間を設けて公募い

たしました。応募には、タイトルは勿論、どのような意味や思いを

込めて付けたのかも選考基準とし、締切後に四役による厳正な審査

が行われました。90 通の応募の中から、タイトルには「Legami
レ ガ ー ミ

」

（総務課 小川慶和さん㊧）・副題に「春芽号」（看護部 王迪さん㊨）

が選ばれ、全体朝礼で賞状と記念品が授与されました。 


